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この世はキリストのほかに希望はない（エペソ2:1-3）
　
私たちクリスチャンを指して聖徒という言葉を使っています。それはこの世から聖別されて神様の方に召された人々という意味があります。だから、クリスチャンというのは違う存在だという意味です。ですから、クリスチャンが勝利するためには、自分を磨いて頑張ることではなくて、神様によってキリスト、イエスの救いのみわざによって違うものにつくり変えられているということに気づいて、その確信をもって違いを徹底していくところに勝利があります。もうすでに違う存在に神によって変えられているわけですから、私が何かを作りだすのではなくて、それを信仰によって「アーメン」と感謝とともに徹底していくことです。特にその中でこの世に対しての見方が私たちクリスチャンは違うものです。今までクリスチャンになる以前は、世の中の人と同じ目線で見ていたでしょう。それから、クリスチャンになったとしても正しく理解するまでは、同じ目線で同じ見方をしていたかもしれません。それを聖書が教えているとおりに、霊的な内容をベースにして、イエス・キリストを基準にして違った目で見ていかないといけません。そして、それを徹底していかないといけません。その時に、神様が皆さんに、その世において、現場において打ち勝って勝利できる力を与えられるわけです。神様から与えられる勝利というものは、私たちがその世と現場と根本から違う存在であるがゆえに与えられるものです。何かをどうするから与えられるものではなくて、違うから与えられるものなのです。ですから、勝利のために他の何かにこだわらずに、違いに徹底していただきたいと願います。特にこの世をどのように見ていらっしゃるのでしょうか。皆さんは、クリスチャンだけれども、この世から離れてすぐに天国に行くわけではありません。この世の中を世の人と一緒に歩いて行かないといけないものです。そこで他の人と世に対しての違いを認識することによって、皆さんは勝利すると同時に生かすようになります。けれども、大体クリスチャンの方々が、日曜日に教会に集まって礼拝をささげるときはクリスチャンだと思っていても、その礼拝に参加することが違いであって現場に戻ると皆一緒なのです。同じ仕事をこなして、また同じご飯を食べたり、同じ空気を吸います。けれども、その世を見る目が変わらないといけないのです。この世は今まで私たちが見ていたこととはだいぶ違うところであることをぜひ覚えていただきたいと思います。
まず、この世は一見すると、ずっと変わるところ、変わりつつあるところだと言えるでしょう。皆がそのように思っているし、私たちもそのようなことを見ています。特に、世の中は文化の面において、また価値観においても変わるところです。そのまま停滞しているところではありません。常に変わりつつあるところがこの世というところです。特に、文化や価値観という面においては、まず変わる前に民族や地域、時代によって多様化しているものです。いろいろな価値観、いろいろな文化があります。そして、それが常に変わるところです。分かりやすく申し上げますと、ファッション一つを見ても、昔のファッションと今はずいぶん変わっているのではないでしょうか。世の中ではファッションの流行は何十年に一回ぐらい元に戻ってこうなると言っているのですが、私が見ている限りは、似ているのですが同じものはありません。ヘアスタイル一つにしてもそうです。ずっと変わります。価値観も同じでしょう。これは少し主観的かもしれませんが、昔は、亭主関白のような男が男らしいと思われていた時代もありました。しかし、今はそのような考えを持っている人は、家でちゃんとご飯を食べることができない時代です。ですから、価値観というのもこれが絶対的だととどまっているものはありません。変わりつつあるわけです。世の中はそのように時代とともに常に変わっていくわけです。昔は、国を第一にして、国が一番価値あるものだと国のためにすべてをささげ、個人の価値は無視されていた時代もありました。それが価値観なのです。しかし、今は個人の自由、個人の価値が尊重されていて、逆に国などどうなってもいいよというような価値観をほとんどの人が持つようになりました。どちらが正しいかということを今、議論するつもりはありません。そのような世の中にあるものはグルグルと変わって行くものなのです。前にも申し上げましたように、環境保全のための論文を書いて博士のコースを通った人が、ものすごくむなしい表情をして話しかけてきました。それで彼に聞いたわけです。「あなたが出した論文どおりにいきますと、世界中の環境がきれいになり世の中が変わると信じているのか」「いや、地震がありません」と答えたので「それではこの論文は嘘ではないの」と言いました。学問の論文というものは、10年前には正しいと言われていたものが5年10年経ちますと、また否定されたり違う意見が出たりというようなものなのだという話をした覚えがあります。だから、その論文の意見、見解などもコロコロ変わったりする、そういうところがこの世の中というところです。特に、そのような常に変わる、変化するところで、世の中の人々はそれに希望を託していい方向に変わっていくと思い込んでいいます。確かに、それも真っ向から否定することはできないかもしれません。なぜかというと、変わるだけではなく、それがずっと発展につながっているし、また発展によって変わるということも少なくないからです。だから、世の中は変わりつつあるだけではなくて、ずっと発展を遂げているところに間違いありません。知識がいろいろ変ると言っても、ずっと発展して更新していくのです。知識の発展はまばゆいくらいです。文明の発展もそうだし、経済の水準もずっと発展しています。昔と比べると経済的なレベルはだいぶ成長してアップしています。開発途上国と言いながらも、昔と比べると今はだいぶ良くなってきているのです。地球全体が。もちろんその中でも相対的に貧富の格差によって苦しむというのはありますが、客観的に見るとその水準はずっとアップして発展していることに間違いありません。この間、テレビを見ていたら、人工知能というものが最近、大きなテーマになっていて、昔はコンピュータの中にプログラムを入力するとそのプログラム通りに動きました。でも、人工知能というものは、自分で学習能力を持っているので自分でぶつかって経験したことがまた入力され、自分で勉強してどんどん発展していくようになるというのが人工知能です。だから、皆が心配しているのは、映画などで見ているようにそういう世界がいつか来るのではないか。ロボットが結局、感情を持つようになり、いろいろな事がインプットされどんどん学習し人間のような知恵や感情なども持つようになるのではと心配するくらいものすごい発展なのです。車で実験しました。車に人工知能を入力します。一番最初はあちこちにぶつかりました。でも、何回かやりますと、まったくぶつからないで避けていくようになります。それも誰かが教えたわけではありません。自分で学習能力をもって習得していくわけです。そのように世の中というものは、文明や知識の面においてもどんどん発展していく方向で変わっていくところです。そこでいろいろな事がありますが、人々は基本、この世の中に対して希望論を持っています。だから、このようにずっと止まらずに変わっていくところであるし、昔と比べるとその変化によってどんどん発展を遂げていくようなものではないのか。このままずっと行きますと、ずっと変わっていきどんどん発展していってよりよい世界、社会になるだろうというような希望論、それを進化論的希望論と言います。それらを学問的に整理している者もいるし、無知な者でも世の中がそのようにメッセージを発信しているところなのだんだんそのように思い込むようになります。だから、人はめげずにあきらめずに失望せずに努力すれば変わるし、いつかは良い結果に結びつくと努力に希望を託したり、より豊かになればなるほどよい社会、よい家庭、よい人生になるのだと思っています。そして、このままずっと発展を続けていきますと、今はまだ想像もつかないすばらしい世界、地球になるのではないかと漠然として考えています。世の中が止まらずにずっと変わっているということは否定しません。また、それが発展とともにくっついて動いているということも否定しません。だからといって、世の中に希望があると考えることはどうでしょうかとクリスチャンの私たちはそこを吟味しないといけません。
今日の聖書を見ると、世に対して根本的な部分を否定しています。自分の罪過と罪との中に死んでいたものであり、世の流れに従い空中の権威を持つ霊に従い、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれる。それが聖書が教えているこの世というところです。それに基づいてみると、この世は確かに発展を遂げて、このままずっと変わりつつ進んでいきますとユートピアになるだろうと思い込むほどの変化を遂げていることに間違いありませんが、この世を吟味して見てみると、その変化の中で変わらずにずっと繰り返すものがあるところが、またこの世です。そこをほとんどの人がパスしようとしているのですが、クリスチャンの私たちはその違いを徹底して見ていかなければなりません。この世は変わりつつあると同時に、変わらずに同じことをずっと繰り返すところです。別の言葉で言いますと、何をどう変わろうが、その変化によって止められないものがあるということです。時代が変わっても止められません。文化が変わっても水準がアップしてもこれはずっと繰り返します。そうじゃないでしょうか。何が繰り返しているのでしょうか。昔と今と変わらずにずっと同じものとは何なのでしょうか。大きく申し上げると、それが戦争です。戦争は、昔も今も規模が小さいか大きいかの違いがあるだけであって、このように変わって発展していけば皆が願って叫んでいる世界平和などが訪れてくるはずなのに、いまだに戦争は終わりません。繰り返しています。どんなに変わってもこれは変わりません。昔は刀で戦争していて、今は銃、爆弾、核武器をもって戦争しているだけであって戦争そのものは本質的に変わっていません。人間同士の争い、民族と民族との争い、紛争は止まらずにずっと繰り返しています。

それから、災難、災い、災害も同じです。技術が発展し、それらを予防し防ぐ災害防止のためのいろいろな策はとっています。けれども、変わりません。ずっと繰り返しています。最近は温暖化などと言っていますが、あるところではものすごく気温が落ちています。昔は氷河時代があったとか、ノアの時代には大洪水がありました。昔も今も自然災害、災難、災いなどは変わらずに止まらずにずっと繰り返しています。それがこの世というところです。矛盾しているのではないでしょうか。よく考えて見れば、ある意味で良心的な人は、識者という方々はそのジレンマの中で自分の精神がおかしくなりそうな人も少なくありません。発展を遂げてどんどん良くなっていると思い込んでいるのに、何も変わらずにずっと同じ苦しみが続くのです。それがこの世というところです。
それから、病も同じです。医学が発展することによって何かの病に対してワクチンを開発してその病を克服したりということはあります。でも、また別の病がついていけないほど生まれます。伝染病も同じです。昔は衛生が悪いから病気になって多くの人が長生きできないまま死んだという評価もありますが、もちろんそのようなこともあるでしょう。でも、医学が発展するからといって、そういう病気が無くなるかというとそうではありません。少し寿命が延びるかもしれませんが無くなるわけではありません。医学の発展によって、薬を開発することによってでは病気は止められません。ずっと繰り返しています。それに伴って様々な苦しみがあります。それも終わらずにずっと繰り返しています。昔の台風などが来ると一発で壊れそうな家に住んでいたときと、六本木ヒルズのような丈夫な高層ビルを建てそこに住んでいる時と苦しみは同じです。繰り返されています。そのような中でひとりひとり個人を見ると個人的に寂しさ、孤独、あるいは様々な不幸なども変わらずにずっと繰り返しています。皆がそうではないだろうと、ものすごい発展の中に、その環境の中に置かれているから、それに一瞬乗って自分も幸せだと思い込みたいだけであって、実はそうではありません。世界国連やNPOなどでは幸福度などを量ったりします。私はもちろんそれはでたらめだと思いますが、そこでものすごく貧しい国が第一位なのです。普通に考えても、ものすごい発展の中に幸福度というものはそんなに存在しないと一般的にも評価をしています。とにかく世の中は変わりつつあるし、常に変わるところであり、それが発展の方に向かって進んでいくというのは間違いありません。だから、皆、そこに希望を託しているのですが、本当のところを掘り探っていくと実は変わらずにずっと繰り返しているものがあって人々は幸せではないのです。変わりません。
今回、サミットの時に、アメリカの大統領が広島などを訪問しながら核兵器についてああだ、こうだと言っているのですが、それが世界平和のためにと言っているのですが、皆さん、世界平和は実現できると思いますか。その世界平和と唱えているひとりひとりのサミットの頭の中に自分の国しかないのでありえません。なぜサミットが集まるときに、あちこちでデモがあるのでしょうか。それも正しいとは言い切れません。どっちもどっちなのですが、その国が自分たちの国を中心にして世界を動かして世界の経済やすべてを自由自在に動かして自分たちの有利な方向に持って行こうと、いつもそのような会議ばかりをしているのでそれを知っている人々はデモをするわけです。世界はあなたがたが全部だめにしているのだということで。本当なのかどうかわかりませんが。私が言いたいのは、サミットをああだ、こうだと批判するつもりはありません。そういうところに希望はありません。そういう会議をするから世の中が、今まで変わらずにずっと繰り返しているものがストップして止められるということはないということなのです。クリスチャンだけは、それを否定するつもりはありませんが、そこに希望を託したり、逆にデモをしたりすることもありません。そういうところでは解決できないし、どんな会議をしようと国連がどんな活動をしようと止められないままずっと繰り返す問題は地球の終わりまでずっと続きます。それが聖書の預言です。なぜでしょうか。先ほども申し上げましたように、発展が悪からでも、会議が悪いからでもありません。彼らはまったく気づいていないし分かっていません。そういうことでは絶対解決不可能な問題が存在するからなのです。それは人間が罪によって心の本性から神様に敵対する思いを持って生きるからです。基本、人間の心の本性には、神はいらない、神に敵対する反逆の思いが基本の本性、本能なのです。なぜそうなるのでしょうか。罪によって人々の心が暗やみの勢力に捕らわれて支配されているからです。それで発展を遂げていても、基本、地獄の背景をもって人生を歩き地球が動いているわけなのです。しかも今日の聖書を見ると、それが生まれながら抱えて生まれて生きていくようになります。私も同じ人間です。人間に悪口などしたくありません。しかし、事実を宣べないといけません。どこか人間に、善的なところがあり、そういう部分を伸ばして行けば世の中が、自分の人生が変わるというのは宗教であり、神から離れたところで悪魔が作りだした世の流れの中で作りだされた思想なのです。聖書は生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれて、空中のケインを持つ世を支配している霊に従って歩んでいる。あなたがたはあなたがたの父である悪魔から出た者であり、すべての人は罪を犯して神からの栄誉を受けることはできない。人には一度死ぬことと、死後にはさばきを受けることが定まっている存在です。その中で性格の良いもの、悪いものがありだけであって、戦争を仕掛けるもの、被害を受けるものがあるだけであって、基本、すべての人は神の許しとキリストのあがないがなければ希望のない存在です。だから、人間同士あまりにもデリケートに比べるということはクリスチャンのやるべきことではありません。批判することも同じです。批判する資格はありません。それぞれ同じ罪人なのですから。いのちの権限であり、創造主である神様に罪を犯して、神様から離れた以上、希望はありません。世の中がどんなに変わろうが、どんなによい発展の方向に結びついて動いていくとしても、世の中に希望はありません。皆さん、吟味してクリスチャン酒の独善的な主張ではなくて、歴史を通して客観的に見てください。そして、聖書の教えに耳を傾けて目を留めていただきたいと思います。世の中は実は変わらないのです。変わっているように見えて、発展しているかのように見えていても、根本的には変わらずにずっと繰り返しています。
レムナントの皆さん、学校で勉強したり、何かを研究したり何かの専門分野に身を置いて、これから一生懸命、頑張るのでしょうが、このような基本的な見解と意見と信仰をもって挑まないと一緒に流されてしまいます。まるでそこに希望があるかのように。だから、クリスチャンというのは、大統領になっても大統領としての職務を全うするのですが、そこに希望があるとは思いません。常に頭の中ではこの仕事を通して、どうすればこの国に神の国が臨まれるか。それがずっと頭の中にある人、それをクリスチャンと言います。大学教授をしながらもしっかりと教えないといけません。最善を尽くして専門的に優秀な教授になって教えないといけません。なぜでしょうか。伝道のために。しかし、その人の頭の中には、自分の専門知識ではなくて、どうすればこの専門の知識では希望がない彼らに、この世の中に、大学に、神の国が臨まれることができるかということがいっぱいで、そのために教授をする、それがクリスチャンです。そういう人が日本の47都道府県に一人でも見つけ出して立てて、祈ってもらうようになれば私はやるべきことはすべてやったと思います。そのためにこのレムナント教会に集っていらっしゃる兄弟姉妹の皆さんが、ぜひそのようなクリスチャンになり、そのような見方をもってそれが祈りの課題になり、自分がいらっしゃる現場において現場を見ながらこの世をしっかりとした正しい目で見ながら祈れるようになるというのが牧会の目標です。それが神様が望まれることです。そのように見えるでしょうか。世の中はめまぐるしく変わるところです。しかし、クリスチャンはそれに一緒に目が回ってはいけません。その中でも変わらないずっと繰り返して、発展が止められない、発展によって変えることができない部分を見つめていないといけません。まるでペテロ、ヨハネが、神殿の前で足のきかない者が施しを求めていたときに、他の人が見ることができない部分を見たように、「金銀はわたしにはない。わたしにあるものをあなたにあげよう」と言ったように、それを見る目を持たないといけません。

その時に、私たちはこのような信仰の宣言に立つようになります。この世はキリストの他に希望はありません。このフレーズはたくさん聞いたと思います。これが皆さんの心からの根拠ある、この世をしっかりと見て根拠ある信仰の宣言、いのちがけで毎日宣言する霊的な戦いの宣言でなければいけません。この世はキリストの他には希望がありません。だから、クリスチャンの皆さんは、そういう意味で良いものと希望とは違うと知ってください。いい場所はいっぱいあります。この間も申し上げましたように、すばらしい絶景、観光スポットなどはいっぱいあります。それと希望とは違います。またよい考え方、思想などもいっぱいあります。でも、その良い思想と希望とは違うのです。伝統も警戒すべき伝統もありますがすばらしい伝統もいっぱいあります。だから、良い伝統などは拍手を送るべき内容もあります。しかし、伝統が良いからといって希望とは違うのです。だから、クリスチャンは、これからは良いものと希望とは違うのだと知ってください。それから、必要なものはいっぱいあります。生きていくためには食べないといけないですが、必要なものと希望とがこんがらがってはいけません。良いものと希望とが紛らわしくなってはいけません。徹底的に区別しないといけません。経済は必要なもの、医学も必要なもの、政治も福祉も芸術も必要なものです。人間が生きるために。しかし、それと希望とは別次元の話です。これがクリスチャンの見解です。もし今このお話に心から同意できない場合は、この世はキリストの他に希望がありませんという信仰の宣言には立てません。そうすると、生き方は未信者と同じになります。だから、必要なものと希望とは違います。まことの希望はキリストしかいません。まことの預言者、神様と出会う道、いのち、まことの王様、偽物の悪魔のしわざを打ちこわして勝利されるまことの王様、すべての罪をきよめ神のすべての祝福をいただくことができるまことの祭司、罪によるのろい地獄の背景、滅びるしかないさばき、そのすべてをなくすことができるまことの祭司,まことの預言者、王様、祭司であるキリストの他には、この世の中に希望はありません。皆さんはそのキリストと出会って、もうすでに希望の主人公なのです。これからは、キリストのほかに私たちに希望はありませんではなくて、この世の中にキリストの他には希望がありませんと宣言するようにならないといけません。そのような宣言によって、このクリスチャン宣言の本当の一番の醍醐味は、来週申し上げますが、クリスチャン自分の存在の理由は、そこに行きます。その宣言のために今までの全てがあるわけです。フリーメイソンと戦うためには、その宣言がなければいけません。フリーメイソンは、お医者さんであれ大統領であれ法律家であれ、映画監督、俳優、関係ありません。皆一緒に「私が存在する理由は、地球上すべての人がサタンを崇めるその日を迎えるためなのだ」という一つの目的しかありません。それがフリーメイソンの上の階級の人々の宣言です。サタンが支配する国、それを作ることが遺書としての存在理由、大統領としての存在の理由、博士としての存在の理由、俳優、歌手としての存在の理由なのです。私たちクリスチャンの存在の理由は何でしょうか。今日のここまでの宣言に基づいて宣言しなければなりません。来週その部分をまとめたいと思いますが、その前にまず、なぜこの世はキリストのほかに希望はありませんと宣言しなければいけないのか。そのことを心に整理してしっかり刻み込んでいただきたいと思います。
結論です。この世は神の国の他に希望はありません。何がどう変わろうが、それはクリスチャンにとって希望になるものはありません。神の国。世の中には希望はありません。神の国が臨まれること、その方法が伝道です。伝道が何なのかといった細かいお話の前に、神の国が臨まれるためには福音が宣べ伝えられないといけないわけです。だから、この世の中に希望になるのは、伝道しかありません。神の国、伝道。そして、信者の私たちは神の国が求められ伝道が希望になるその世のために生きる存在です。世を利用するものでもなく、世と一緒に流されるものでもなく、世のために生きる者です。世の中に希望がないから。そして、そういう意味で信者の皆さんは先にキリストと出会って希望ある存在になりましたので、皆さんの内側に光であるイエス様が入って一緒におられる存在なので、信者はその世の希望であるのです。これを結論として握って、1週間ずっと家族を見ながら、皆さんの周りを見ながら、ニュースを聞きながら、この世界、この世をどのように見るべきなのか、そして、この世に向かってどのように宣言するべきなのかということを自分のものとして見つけることを祈りたいと思います。神の国。伝道。それがこの世の希望なのです。そして、私はその世のために生きる者であり、その世の希望です。
祈り)

恵み深い天の父なる神様。今日も兄弟姉妹が教会に集まり礼拝をささげました。神様がクリスチャンとしての重大な宣言を教えてくださりありがとうございます。この世を見る目を主が開いてください。そして、他の人々とは違う、その違いを徹底することができるように。そして、いつもこの世はキリストの他に希望はありません。神の国、伝道だけが希望であり、私はその希望の主人公であるという感謝と確信をもって祈ることができるように兄弟姉妹を祝福してください。同化約束通り、兄弟姉妹ひとりひとりが自分の能力、環境と関係なく、この契約を握って現場で祈っている時に、伝道の門が開かれる神様の答え、神のみわざを見ることができるように祝福してください。よりイエスを信じる自分自身のことを大事に見ることができるようにしてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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